
日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニックを 

受診された患者の皆さま 
 

当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等 

を研究目的に利用または提供することを希望されない場合、下記にお問い合せください。 

 

 

 

 

研究課題名 

 

摂食嚥下外来患者にみられたいわゆる sarcopenic dysphagia に

ついて 

 

 

当院の研究責任者(所属) 
日本歯科大学大学院 生命歯学研究科 臨床口腔機能学 

教授 菊谷 武（口腔リハビリテーション多摩クリニック 

院長） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

 

なし 

 

本研究の目的 

摂食嚥下障害の原因疾患は多岐にわたる。近年は人口の超高齢

化に伴いサルコペニアによる摂食嚥下障害（sarcopenic 

dysphagia）が注目を集めている。本報告では、摂食嚥下外来に

通院する高齢者の sarcopenic dysphagia の実態について明らか

とする。 

調査データの該当期間     平成 27 年 1 月 ～ 平成 30 年 12 月 

 

研究の方法(対象となる方) 

 

上記期間内に当クリニックに摂食嚥下機能の低下を訴え来院

した 65 歳以上の方 

 

 

研究の方法(使用する情報) 

性別、年齢、既往歴、身長、体重、骨格筋量、残存歯数、義歯

使用状況、舌圧、オーラルディアドコキネシス、グミゼリーに

よる咀嚼機能検査、咬合圧、口腔乾燥、舌苔付着、摂食嚥下機

能精密検査、摂食状況、栄養状態、身体機能 

上記のうち診療で実施した測定項目を使用する。 

試料／情報の他機関への提供 該当しません 

 

 

個人情報の取扱 

 

 

使用する情報から氏名や住所等の対象者を特定できる個人情

報は削除致します。 

また、研究成果は学会等で発表を予定しておりますが、その際

も対象者を特定出来る個人情報は使用致しません。 

 

本研究の資金源(利益相反) 

本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。 

 

お問い合せ先 

メールアドレス；yajima＠tky.ndu.ac.jp 

担当者 矢島悠里 

 

 

備考 

 



 


